
   

 

 

 

 

 

長野県立大学 健康発達学部食健康学科では、１年生科目「食品学実験Ⅰ」の授業の一環と

して、地域の養蜂家のご協力を得て「巣箱を使用したハチミツ採取実習」を実施します。学生たちは

実際に巣箱からハチミツを採取し、糖度（Brix 値）を測定するなど、食品科学の視点から“自然の

甘味”を体験的に学びます。 

 

 

【実施概要】 

日 時：2025年 11月 7日（金）13時 10分〜16時程度 

場 所：長野県立大学 三輪キャンパス ３F 食品栄養学実験室 

内 容：巣箱からのハチミツ採取体験、糖度（Brix値）の測定、ハチミツの香り・色・味の観察 

参加者：食健康学科 1年生 

 

【背景】 

長野県は、清涼な自然と多様な植生に恵まれた全国有数のハチミツ産地です。本学では、地域の

食文化と自然環境を科学的に理解する教育を重視しており、今回の実習はその理念を具体化した

取り組みです。学生たちは“食の原点”である自然の恵みを直接体験し、食品成分の科学的分析

を通して、地域の資源を未来へつなぐ方法を学びます。 

公立大学法人長野県立大学プレスリリース 令和７年（2025年）10月 28日 

長野県立大学 健康発達学部食健康学科の１年生が 
「巣箱からのハチミツ採取実習」を実施 

―気候変動で秋にも採れるハチミツを教材に、地域の養蜂文化と分析化学を学ぶ― 

【問い合わせ先・取材申込先】 

長野県立大学健康発達学部 食健康学科 

担当：小木曽加奈 

電話 026-217-2240  

E-mail：kogiso.kana@u-nagano.ac.jp 


